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シマのたからをあしたへとどける。

～ 奄美・琉球を世界自然遺産へ ～
　１月３１日、世界遺産条約関係省庁連絡会議において、世界遺産条約に基づくわが国の世界遺産暫定リストに、自
然遺産として「奄美・琉球」を記載することが決定されました。
　奄美・琉球が世界遺産候補地に選定されて１０年が経過。世界遺産登録が現実味をおびる中、クリアしなければな
らない課題もあり、残された時間もそう長くはありません。
　暫定リスト記載決定を機に、奄美・琉球の持つ価値をあらためて見直し、遺産登録がもたらす効果と影響、登録へ
の課題について探ります。オヤフジ（先祖）から受け継いだシマの宝をクヮーマガ（子孫）へ届け、持続可能な発展
のために私たちに何が出来るのか、一緒に考えてみましょう。
※　タイトルは公益社団法人日本ユネスコ協会連盟のメッセージ「地球のたからをあしたへとどける。」から引用。

地
球
の
た
か
ら
を
あ
し
た
へ
と
ど
け
る

　

世
界
遺
産
と
は
、
世
界
遺
産
条
約
（
注
１
）

に
基
づ
き
、
ユ
ネ
ス
コ
（
注
２
）
の
世
界
遺

産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
遺
産
の
こ
と
で
、

自
然
遺
産
・
文
化
遺
産
・
複
合
遺
産
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
１
月
現
在
の
世
界
遺
産
は
、

自
然
遺
産
１
８
８
件
、
文
化
遺
産
７
４
５
件
、

複
合
遺
産
２
９
件
、
合
計
９
６
２
件
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
自
然
遺
産
４
件
、

文
化
遺
産
12
件
、
合
計
16
件
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
は
、
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴

史
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
過
去
か
ら
現
在

へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
す
。
現
在
生
き
る
世
界
中
の
人
々
が

過
去
か
ら
引
き
継
ぎ
、
未
来
へ
と
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
類
共
通
の
遺
産
で
す
。

注
１　

世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の

　

保
護
に
関
す
る
条
約
（
１
９
７
２
年
採
択
）

注
２　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
：
国
連
教
育
科
学
文

　

化
機
関
（
１
９
４
６
年
創
設
）

奄
美
・
琉
球
の
資
質
（
生
態
系
）

　

奄
美
・
琉
球
は
、
大
陸
か
ら
の
隔
離
、
さ

ら
に
島
々
が
分
離
・
結
合
を
繰
り
返
し
現
在

の
姿
と
な
る
過
程
で
、
多
く
の
進
化
系
統
に

種
分
化
が
起
こ
り
、
数
多
く
の
固
有
種
を
生

じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

特
に
、
奄
美
群
島
及
び
沖
縄
諸
島
は
遅
く

と
も
約
２
０
０
万
年
前
か
ら
１
７
０
万
年
前

に
は
大
陸
及
び
近
隣
の
島
嶼
群
か
ら
隔
離
さ

生命進化の記録や、地形形成における重要な進行中の地質学的
過程、あるいは重要な地形学的又は自然地理学的特徴といった、
地球の歴史の主要な段階を代表する顕著な見本である。

最上級の自然現象、又は、類まれな自然美・美的価値を有する
地域を包含する。

陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植物群集の進化、発展
において、重要な進行中の生態学的過程又は生物学的過程を代
表する顕著な見本である。

学術上又は保全上顕著な普遍的価値を有する絶滅のおそれのあ
る種の生息地など、生物多様性の生息域内保全にとって最も重
要な自然の生息地を包含する。

世界自然遺産は、下記の４つの評価基準の一つ以上に合致する世界的に見て類まれな評価を有し、法的
措置等により、評価される価値の保護・保全が十分に担保されていること、管理計画を有すること等の
条件を満たすことが必要です。

生物多様性

生態系

地形・地質

自然美

知床、白神山地、
小笠原、屋久島、
奄美・琉球

知床、
奄美・琉球

屋久島

れ
、
そ
の
歴
史
が
長
い
こ
と
か
ら
、
近
縁
種

が
近
隣
地
域
に
見
ら
れ
な
い
遺
存
固
有
種
が

原
始
的
な
姿
の
ま
ま
現
在
ま
で
生
き
残
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
史
を
反
映
し
た
独

特
な
種
分
化
・
系
統
的
多
様
化
の
過
程
を
明

白
に
表
す
顕
著
な
見
本
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
及
び
沖
縄
諸
島
で
は
食

肉
性
ほ
乳
類
や
定
住
性
大
型
猛
禽
類
等
の
高

次
捕
食
者
が
も
と
も
と
い
な
い
か
、
長
期
間

欠
落
し
て
い
る
た
め
、
大
型
の
ヘ
ビ
類
を
頂

点
と
す
る
特
異
な
食
物
網
を
構
成
し
て
い
ま

す
。

奄
美
・
琉
球
の
資
質
（
生
物
多
様
性
）

　

奄
美
・
琉
球
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

に
VU 
以
上
の
ラ
ン
ク
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
け
で
50 

種
以
上
を
含
む
陸
生
動
植
物
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
生
息
・
生
育
地
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
奄
美
・
琉

球
の
み
に
生
息
・
生
育
す
る
固
有
種
で
す
。

　

さ
ら
に
植
物
で
は
、
奄
美
・
琉
球
は
、
そ

の
面
積
が
日
本
の
国
土
の
１
％
に
満
た
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
生
育
す
る
絶
滅

の
お
そ
れ
の
あ
る
維
管
束
植
物
の
約
20
％
が

分
布
し
て
お
り
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
植

物
の
保
全
の
た
め
の
最
重
要
地
域
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
奄
美
・
琉
球
は
世
界
的
に

重
要
な
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
の
生
息
・

生
育
地
な
ど
生
物
多
様
性
の
生
息
域
内
保
全

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
自
然
の
生
息
地
を
包

含
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世界自然遺産の評価基準

特 集

アマミノクロウサギ
奄美大島と徳之島にのみ生息する１属１種の固有種。原
始的な形態をしており、毛は灰褐色で耳や四肢が短く、
頑丈な爪を持っています（絶滅危惧 IB 類・環境省レッ
ドリスト）。

マングローブ林
亜熱帯樹林からは有機物や栄養塩類が河川水系を通じ
て河口及び沿岸域に達し、マングローブ、干潟、藻場、
サンゴ礁を発達させており、一体となった島嶼生態系
を形成しています。

生態系
生物多様性

国指定天然記念物「大和浜のオキナワウラジロガシ林」
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Ａ　世界自然遺産を人類共通の宝として後世に引き

継ぐ責任は、その国と国民が負うことになり、その保

護管理も国内の法律・制度に沿って行われます。

　奄美の場合、世界自然遺産としての保護担保措置を

国立公園指定等でとるので「自然公園法」等の制度に

沿って世界自然遺産区域の保護管理が行われることに

なります。なお、国立公園指定地全域が世界自然遺産

に推薦されるわけではありません。

世界遺産リスト記載手続きの概要とスケジュール（目標）

野
生
動
植
物
の
保
護

　

種
の
保
存
法
（
注
３
）
及
び
鹿
児
島
県
希

少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
並
び

に
大
和
村
野
生
生
物
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

希
少
な
野
生
動
植
物
の
捕
獲
や
採
取
、
譲
り

渡
し
等
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
・
ア

マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ
・
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
３
種

に
つ
い
て
、
生
態
や
生
息
状
況
の
把
握
、
捕

食
者
対
策
や
交
通
事
故
対
策
等
の
保
護
増
殖

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
３　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律

外
来
生
物
対
策

　

奄
美
大
島
で
は
、
島
の
生
態
系
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
外
来
種
の
マ
ン
グ
ー
ス
根
絶

を
目
指
し
て
、
環
境
省
奄
美
野
生
生
物
保
護

セ
ン
タ
ー
が
防
除
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
17
年
度
か
ら
は
専
従
ス
タ
ッ
フ
「
奄

美
マ
ン
グ
ー
ス
バ
ス
タ
ー
ズ
」
を
結
成
し
、

捕
獲
作
業
や
島
民
へ
の
普
及
啓
発
活
動
、
新

し
い
捕
獲
技
術
の
調
査
研
究
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
然
保
護
の
啓
発
活
動

　

子
供
達
が
奄
美
の
自
然
を
学
ぶ
た
め
の
教

材
の
作
成
や
、
子
供
達
へ
の
環
境
教
育
を
進

め
て
い
く
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

さ
ら
に
は
、
奄
美
群
島
の
価
値
や
、
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
地
域
の
事
例
な
ど
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
各
地
で
公
開
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

→

２００３年　奄美・琉球をわが国における世界遺産候補
５月　　　　地に選定

２０１３年　世界遺産暫定リストの記載に必要な文書を
２月　　　　ユネスコ世界遺産センターに提出（※）

２０１３年　国立公園等の保護地域指定
（年度内）　　その他外来種対策など必要な対策の実施

２０１５年　推薦書をユネスコ世界遺産センターに提出
１月　　　　（※）

２０１５年　世界遺産委員会の諮問機関による評価（※）
６ー７月頃

２０１６年　世界遺産委員会における審査・決議
６－７月頃　（世界遺産リストへの記載の可否の決定）

→

→

→

→

世界自然遺産候補地
　環境省と林野庁が、平成１５年に、学識経験者から
なる「世界自然遺産候補地に関する検討会」を共同で
設置し、自然遺産の新たな推薦候補地を学術的見知か
ら検討。選定した３候補地のうち、「知床」は平成１７
年に、「小笠原諸島」は平成２３年に自然遺産として登
録。現在、わが国５番目の自然遺産として、残る候補
地である「奄美・琉球」を推薦すべく、準備を進めて
いる。

世界遺産暫定一覧表（暫定リスト）
　世界遺産暫定一覧表とは、各締約国が世界遺産とし
て価値を有していると考え、将来推薦を行う意思のあ
る物件のリストで、必要な文書を締約国が提出するこ
とにより、ユネスコ世界遺産センターが世界遺産暫定
一覧表への記載を行う。少なくとも推薦書提出の１年
前までに当該文書を提出することが求められている。

推薦書
　推薦書は、締約国が国内の物件を世界遺産に推薦す
る際に提出する書類で、遺産としての価値を証明する
とともに、将来にわたり保全するための方策等を示さ
なければならない。毎年２月１日が提出の締め切りと
なっている。

諮問機関
自然遺産・・IUCN（国際自然保護連合）
文化遺産・・ICOMOS（国際記念物遺跡会議）

あしたへのあゆみ。
これまで行われてきた取り組みと登録へ向けたスケジュール

自
然
資
源
の
保
全
と
活
用

　

平
成
21
年
1
月
、
環
境
省
は
「
奄
美
地
域

の
自
然
資
源
の
保
全
・
活
用
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
」
を
発
表
。
奄
美
地
域
の
自
然

資
源
の
保
全
・
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護

措
置
と
し
て
「
国
立
公
園
」
の
指
定
が
有
効

で
あ
る
と
し
、
亜
熱
帯
照
葉
樹
林
を
中
心
と

す
る
生
態
系
全
体
を
管
理
す
る
「
生
態
系
管

理
型
国
立
公
園
」、
人
間
と
自
然
が
深
く
関
わ

り
調
和
し
て
き
た
関
係
そ
の
も
の
を
対
象
と

す
る
「
環
境
文
化
型
国
立
公
園
」
と
い
う
こ

れ
ま
で
に
な
い
国
立
公
園
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。　
　

生
態
系
管
理
型
国
立
公
園

　

世
界
に
類
を
見
な
い
固
有
種
・
希
少
種
が

生
息
・
生
育
す
る
亜
熱
帯
照
葉
樹
林
を
中
心

と
す
る
生
態
系
と
そ
れ
が
醸
し
出
す
景
観
を

保
全
す
る
た
め
に
は
、
生
態
系
全
体
の
管
理

手
法
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、

「
生
態
系
管
理
型
国
立
公
園
」
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
文
化
型
国
立
公
園

　

奄
美
地
域
の
森
や
川
、
浜
な
ど
の
自
然
資

源
は
、
伝
統
的
な
人
々
の
暮
ら
し
、
営
み
な
ど
、

文
化
と
深
く
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
関
わ
り
が
、
現
在
の
自
然
資
源
の
姿
を

形
作
っ
て
き
た
と
も
言
え
る
こ
と
か
ら
、
関

係
そ
の
も
の
を
守
っ
て
い
く
意
識
を
持
っ
て
、

住
民
と
利
用
者
が
と
も
に
楽
し
み
、
と
も
に

守
る
「
環
境
文
化
型
国
立
公
園
」
を
目
指
し

ま
す
。

Ｑ 世界
自然遺産に登録される
と厳しい規制がかかり

ますか？

Ａ　国立公園は、自然そのものや自然風景の保護を

目的としているため、指定されると一定の規制がかか

ります（許可制又は届出制）。ただし、国立公園区域

＝何もできないということではありません。

　国立公園の区域は、保護の重要性の高低に応じて陸

域では５種類、海域では２種類の地種区分（ゾーニン

グ）がされ、規制の強弱も地種区分によって異なり、

暮らしや産業との調和が可能な制度です。

Ｑ 国 立
公園に指定されると何
もできなくなるのです

か？

保全と活用
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奄美マングースバスターズは奄美大島の在来種を捕食
し生態系に被害を与えているマングースの根絶を目的
として平成 17 年に組織されました。世界でも類を見
ない大規模な捕獲体制によって根絶を目指した作業は
現在も継続されています。

山間部の林道等の道
路上においてアマミ
ノクロウサギの死体
が多く確認数されて
います。アマミノク
ロウサギは排泄や摂
餌のため見晴らしの
良い路上に現れます。
夜間に山間部を訪れ
る際は速度を落とし
て通行しましょう。

山間部でのゴミの不法投棄が後を絶ちません。また、
走行中の車両から空き缶等を投げ捨てる悪行が未だに
行われています。世界遺産登録のためには住民自らモ
ラルを持って行動しなければなりません。

国直海岸はウミガメ
の産卵地として知ら
れていますが、近年、
海に戻らずに陸方向
に迷走する子ガメが
続出。集落の人たち
は迷走の原因となる
街灯に赤いカバーを
装着しウミガメの保
護に取り組みました。

遺
産
登
録
へ
の
課
題

　

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
の
資
質
を
損
な
わ
な
い
よ
う
法
律
に
基
づ

い
た
保
護
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
奄
美
群
島
や
琉
球
諸
島
に
お
い
て

は
自
然
公
園
法
に
基
づ
く
国
立
公
園
や
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
沿
岸
部
な
ど
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

亜
熱
帯
性
多
雨
林
の
ま
と
ま
っ
た
陸
域
部
に

国
立
公
園
等
の
新
た
な
保
護
地
域
を
指
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
奄
美
群

島
や
沖
縄
北
部
の
や
ん
ば
る
地
域
で
は
、
国

立
公
園
指
定
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
候
補
地
と
し
て
の
自
然
の
価
値
を

維
持
す
る
た
め
、
希
少
種
に
影
響
を
及
ぼ
す

マ
ン
グ
ー
ス
、
ノ
イ
ヌ
、
ノ
ネ
コ
や
野
生
化

ヤ
ギ
の
駆
除
等
の
外
来
種
対
策
、
野
生
動
物

の
交
通
事
故
対
策
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
や
県
、
地
元
市
町
村
が
連
携
し
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

な
か
、
地
域
に
住
む
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り

が
シ
マ
の
自
然
の
重
要
性
を
認
識
し
、
自
然

を
保
護
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

未
だ
絶
え
な
い
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
希
少
植

物
の
盗
掘
は
登
録
へ
の
阻
害
要
因
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。「
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
育
す
る
」、

「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」、「
安
全
運
転

に
努
め
る
」、「
野
生
生
物
を
持
ち
帰
ら
な
い
」

な
ど
、
あ
た
り
前
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が

世
界
遺
産
登
録
へ
向
け
て
私
た
ち
に
出
来
る

こ
と
で
す
。

登
録
の
先
に
あ
る
も
の

　

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
適
切

な
保
護
措
置
と
管
理
体
制
の
構
築
に
よ
り
、

自
然
環
境
の
保
全
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
既
に

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
久
島

や
白
神
、
知
床
、
小
笠
原
で
は
遺
産
地
域
の

価
値
を
保
全
管
理
、
普
及
啓
発
す
る
た
め
に
、

人
員
や
施
設
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、「
奄
美
・
琉
球
」
の
知
名
度
が
上

昇
し
、
そ
れ
に
伴
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観

光
産
業
の
収
益
増
加
、
さ
ら
に
は
、「
世
界
自

然
遺
産
の
島
の
・
・
・
」
と
い
っ
た
冠
が
付

く
こ
と
に
よ
り
農
林
水
産
物
や
特
産
品
な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
な
観
光
を
中
心
と
す
る
産
業
の
活

性
化
は
大
和
村
の
抱
え
る
「
人
口
減
少
対
策
」

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
１
９
９
３
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
屋
久
島
で
は
転
入
者
が
増
加
し
、
人
口
は

維
持
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
１
３
４
６
０
人
→

１
３
４
９
６
人
）。
こ
れ
は
本
村
を
は
じ
め
全

国
の
離
島
地
域
が
人
口
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
状
況
の
な
か
特
筆
す
べ
き
事
例
で
す
。

　

奄
美
・
琉
球
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
が
、
何
よ
り
、
島
に
住
む
人
々
が
自
分
た

ち
の
故
郷
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
私
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
宝
の
島
に
生
ま
れ
、

そ
の
宝
を
未
来
へ
伝
え
る
責
務
を
負
っ
て
い

る
。」
島
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
う
感
じ
る
と

き
「
シ
マ
の
た
か
ら
」
が
「
地
球
の
た
か
ら
」

へ
と
か
わ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

参考資料
奄美群島を世界自然遺産へ（鹿児島県環境生活部環境保護課・奄美群島広域事務組合）
奄美・琉球諸島を世界自然遺産へ（鹿児島県環境林務部自然保護課・沖縄県文化環境部自然保護課）
平成 25 年 1 月 31 日「奄美・琉球」の世界遺産暫定一覧表への記載について（環境省報道発表資料）
奄美地域の自然資源の保全・活用に関する基本的な考え方（環境省那覇自然環境事務所）
新たな世界自然遺産候補地の考え方に係る懇談会 （環境省報道発表資料）
世界遺産を守る・世界遺産活動（公益社団法人日本ユネスコ協会連盟ホームページ）

世界自然遺産への推薦・登録によって奄美群島が今後どのような地域
を目指して行くべきか、群島内で活発な議論が求められています。

主要地方道名瀬瀬戸内線・国直サンセットパーク（仮称）から眺める夕日

捕獲用の筒ワナ

奄美マングースバスターズ
シンボルマーク

ボランティアによる清掃作業

赤色カバー設置作業

交通事故防止キャンペーンポスター

赤い光りに照らされた海岸線の道路

「シマのたから」を「地球のたから」へ。
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第
11
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
（
大
和
村
・
大
和
村
教
育
委
員
会
主
催
）

が
１
月
27
日
（
日
）
に
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ

リ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
村
内
外
か
ら

過
去
最
多
の
５
４
１
人
が
参
加
。
フ
ォ
レ
ス

ト
ポ
リ
ス
の
森
と
見
頃
を
迎
え
た
ヒ
カ
ン
ザ

ク
ラ
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
４

キ
ロ
）、
桜
並
木
散
策
コ
ー
ス
（
６
キ
ロ
）、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
８
キ
ロ
）
の
３
コ
ー
ス
。

　

午
前
10
時
に
伊
集
院
村
長
の
合
図
で
管
理

棟
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
参
加
者

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
疾
走
す
る
方
も
い
れ
ば
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
方
、

周
り
の
風
景
を
写
真
に
納
め
な
が
ら
歩
く
方

な
ど
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
足
を
進
め
ま
し

た
。

　

見
ど
こ
ろ
は
数
百
本
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が

咲
く
水
辺
の
広
場
の
桜
並
木
。
そ
れ
ぞ
れ
足

を
止
め
、
携
帯
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
記
念

撮
影
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
場
近
く
の
給
水
所
で
は
、
温
か

い
お
茶
や
ク
ビ
ギ
茶
（
乾
燥
さ
せ
た
ツ
ル
グ

ミ
を
煮
出
し
た
お
茶
）、
黒
砂
糖
な
ど
を
用
意
。

参
加
者
は
ま
わ
り
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

な
が
ら
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
、
再
び
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
恒
例
の
豚
汁
販
売
や
地

場
産
農
産
物
の
販
売
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
航
空
券
な
ど
豪

華
景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
。

当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
度
に
参
加
者
か
ら

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク

ラ
の
開
花
に
併
せ
毎
年
１
月
の
最
終
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
満
開
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク

ラ
の
も
と
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
増
進
の
た

め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
？
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
共
々
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

３
月
10
日
（
日
）、
第
４
回
宮
古
崎
つ
つ
じ

ウ
ォ
ー
ク
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
国
直

集
落
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
国
直
公
民
館
か
ら
国
定
公
園
宮

古
崎
ま
で
往
復
５
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
、

宮
古
崎
で
ツ
ツ
ジ
の
苗
を
植
樹
す
る
と
い
う

催
し
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
村
内
外
か
ら

２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
古
崎
は
奄
美
市
名
瀬
根
瀬
部
集
落
と
大

和
村
国
直
の
間
に
位
置
し　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

チ
ク
に
覆
わ
れ
た
岬
一
帯
は
方
言
で
サ
サ
ン

ト
ウ
（
笹
に
覆
わ
れ
た
丘
陵
部
）
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

幕
末
の
薩
摩
藩
士
、
名
越
左
源
太
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
図
解
民
族
誌
「
南
島
雑
話
」
の

中
に
も
宮
古
崎
（
都
崎
と
記
載
）
の
記
述
が

あ
り
、「
こ
の
処
の
笹
実
入
り
よ
く
一
入
久
敷

保
つ
と
い
へ
り
。
躑
躅
（
つ
つ
じ
）
の
名
所

数
多
き
上
に
紅
色
他
と
異
な
れ
り
」
な
ど
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
た
宮
古
崎
で
す
が
、
道
路
整
備

に
伴
い
盗
掘
が
相
継
ぎ
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
人
の
手
で
壊
さ
れ
た
自
然
は
人

の
手
で
再
生
し
よ
う
」
と
、国
直
青
壮
年
団
（
才

原
忠
志
団
長
）
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が

タ
イ
ワ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
を
計
画
。
植

樹
と
あ
わ
せ
て
自
然
保
護
の
啓
発
、
盗
掘
防

止
の
広
報
活
動
を
行
お
う
と
始
め
た
の
が
同

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

参
加
者
は
起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス
を
元
気

に
歩
き
、
宮
古
崎
で
は
ツ
ツ
ジ
の
苗
１
０
０

本
を
植
樹
。
た
っ
ぷ
り
と
散
水
し
た
後
参
加

者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
に
帰
着
後
は
婦
人
会
が
昼
食
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
振
る
舞
っ
た
ほ
か
、
集
落
民

に
よ
る
「
集
落
散
策
案
内
」
や
地
元
の
若
者

達
に
よ
る
「
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
公
民

館
は
終
日
賑
や
か
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
宮
古
崎

の
再
生
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
４
回
宮
古
崎
つ
つ
じ
ウ
ォ
ー
ク
開
催

左
源
太
さ
ん
も
見
た
宮
古
崎
の
再
生

を
願
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
植
樹
！

第
11
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

満
開
の
サ
ク
ラ
の
下
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

運
が
良
け
れ
ば
豪
華
景
品
も
ゲ
ッ
ト

湯湾岳の稜線宮古崎の山並み

水辺の広場の桜並木
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鹿児島県大島消費生活相談所とあまみエフエム主

催による「高齢者消費トラブルセミナー」が３

月１２日、大和村中央公民館で開催されました。同セ

ミナーは悪質商法や契約トラブルなどの被害を未然に

防止し、消費生活に関する知識の向上を図ることを目

的として島内各地で開催しています。

　セミナーでは講師の中村由美氏（消費生活相談所職

員）と進行役の渡陽子さん（あまみエフエムパーソナ

リティー）が実際にあった悪質商法の手口を紹介。言

葉巧みに架空の儲け話に引き込んでゆく状況を再現す

ると観客からは「へぇー」と大きなため息が漏れまし

た。

　私たちを取り巻く消費者環境は、消費者ニーズが複

雑多様化し生活が便利になる反面、消費者をめぐるト

ラブルも年々巧妙化し、被害年齢層が高齢者から若者

まで拡大しています。消費生活相談所によると、群島

内から寄せられた相談は、２０１２年４月から今年１

月までで２１７件。うち 70 歳以上が４９件と最も多

いとのこと。トラブルに巻き込まれないためには相手

の話を聞かず、はっきりと断ることが重要とのこと。

「断り上手はトラブル知らず」の格言が印象的なセミ

ナーでした。

断り上手はトラブル知らず
高齢者消費トラブルセミナー開催

地域美化・環境保全活動表彰の授与式が３月２５

日（月）、鹿児島県大島支庁において行われ本

村の思勝集落（元山安雄区長）が表彰されました。

　地域美化・環境保全活動表彰は地域振興事業の一環

として自治会などの模範となるような美化活動や植栽

活動を行っている団体を表彰するもの。思勝集落は永

年にわたり集落民一体となって地域の美化活動に取り

組んできたことが高く評価されての受賞となりまし

た。

　思勝集落では、子ども会から青壮年団、婦人会、老

人クラブが世代を越えて花いっぱい活動に取り組んで

いますが、特に集落入り口の開饒（ひらとみ）神社前

の花壇は年間を通じみんなで管理。季節毎に咲く花が

行き交う人々の目を楽しませています。

　伊喜功大島支庁長は「今年１月に奄美群島が世界自

然遺産登録の暫定リスト入りし、県としては民間との

連携を図って登録を目指しています。みなさんの自主

的な活動の継続に感謝します」と祝福。元山区長は「植

栽活動による地域美化はもちろんのこと、世代間交流

により地域の連帯感が大きく向上しました。今回の受

賞により、なお一層の意識の高揚が図られ活動が活発

になると思われます」と謝辞を述べました。

思勝集落環境保全活動表彰

地域美化と世代間交流が高く評価

百人一首の札を２０枚ずつ青や桃など５色に分け

て色別に試合を行う「五色百人一首奄美大会」

が２日、奄美市名瀬の AIAI ひろばで開かれ、大和村

から名音小学校（井上正美校長）の子供達が参加しま

した。

　同大会は百人一首を通した伝統文化の振興と児童生

徒の活躍の場の提供を目的に、百人一首こども教室実

行委員会か主催するもの。子供達は対象の和歌を全て

暗記しているようで、読み手が上の句を読み上げると

下の句だけが書かれた札を次々と取っていきました。

　名音小からは１年生の重田俊輔くんを始め、全児童

と卒業生をあわせた８名が参加。子供達は札２０枚を

目の前に、先生が読み上げる和歌に耳をすませ、「はい」

と声を上げながら素早く札を取り合いました。

　大会は、青札の組で登喜龍生さん（６年）が優勝し

た他、黄札の組で勝純一くん（大和中１年）が優勝、

勝朝美さん（大和中３年）が準優勝という好成績を納

めました。

　黄札の組で優勝した登喜龍生さんは「百人一首は１

年生から学校で習っています。日本伝統の百人一首を

勉強することで競技が上達できてうれしい」と語りま

した。

名音小学校（井上正美校長・児童数６名）の卒業
式が３月２２日に行われ、たった一人の卒業生、

登喜龍生くんが在校生らに見送られながら学舎に別れ
を告げました。名音小学校では、毎年総合学習の時間
を利用し、手づくり和紙による卒業証書の製作に取り
組んでいます。今年も卒業生の龍生くんが卒業証書を
作るための紙すきに挑戦。Ｂ４サイズの立派な卒業証
書を完成させました。龍生くんは卒業証書授与で井上
校長から卒業証書を手渡されると、誇らしげな表情を
浮かべ受け取りました。
　また、名音小学校卒業生で大和中３年の勝朝美さん
も小学校卒業式に出席。朝美さんは中学校１年生まで
名音小中学校に在籍していましたが、村内の中学校統
合により２年生から大和中学校に通学。先日大和中を
卒業しました。名音小学校では、朝美さんに弟、純一
くんが作った和紙で卒業証書を用意。井上校長が幻の
名音小中学校卒業証書を手渡しました。

　井上校長は「卒業証書の行間には思い出やメッセー
ジが詰まっています。時がたてばきっとメッセージが
伝わります」と卒業証書に込めた思いを語りました。
　二人は自分だけの卒業証書を手に両親や先生、在校
生、地域の人々に感謝の言葉を述べました。卒業後も
名音小学校卒業生であることに誇りを持ち新たな環境
で頑張ってください。

手づくりの卒業証書に感謝と誇り

和歌に耳をすませて素早く

名音小学校紙すき体験教室

名音小学校が五色百人一首大会で活躍
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伊集院村長と大和中学校３年生のみなさんが給食

を食べながら意見交換をするランチミーティン

グが２月２６日、大和中学校（松尾和義校長）で開催

されました。同ミーティングは卒業や高校入学試験を

控えた大和中学校３年生のみなさんを励まそうと伊集

院村長が発案し同校を訪問したもの。伊集院村長を中

心に１４名の生徒と先生が輪になって「いただきま

す。」と両手を合わせて給食をいただきました。

　食事をしながらの質問タイムでは、生徒ひとりひと

りが伊集院村長に質問をぶつけました。生徒会長を務

めた堀美南さんの「村長さんの座右の銘は何ですか？」

の質問に「私はいつも『有言実行』という言葉を胸に

刻んでいます」と村長が答えると子供達は目を丸くし

て驚いていました。なぜなら美南さんの座右の銘がま

さしく『有言実行』で教室の後ろには力強い書体で『有

言実行』の文字が掲げられていたからです。

　その他「村長の趣味は？」や「村長になろうと思っ

たきっかけは？」、「どうすれば役場職員になれます

か？」など様々な質問が飛び交い一つ一つ村長が答え

ました。１４名の生徒達はそれぞれの進路に向かって

歩み始めました。心に秘めた夢や決意を忘れることな

く新たなステージで頑張ってください。

村長さんの座右の銘は何ですか？
伊集院村長とランチミーティング

大和村食生活改善推進委員会（中山政子会長）は、

食べ物について考える習慣を身に着けようと、

3 月 1 日（金）大和村中央公民館にて、「おやこの食

育教室」を開催しました。

　教室には大和保育所から１０組の親子が参加。あら

かじめ食生活推進委員の皆さんによって調理された昼

食のメニューは、沖縄県の郷土料理「タコスライス」

と「豆腐入りコーンスープ」、「タンカンのババロア」

の 3 種類。子供達は挽肉やレタス、トマト、チーズな

どタコライスの具材をきれいに盛りつけ各テーブルへ

配膳しました。

　昼食の準備が整うと感謝の言葉とともに両手を合わ

せ、「いただきまーす」とあいさつをして食べました。

中にはいつも苦手なトマトを美味しそうに食べお母さ

んを喜ばせる子も。また、タコライスをおいしそうに

口いっぱいにほおばりながら「ママ私のタコライス、

タコが入っていない」とだだをこねる子も（タコライ

スはメキシコ料理の『タコス』の具材をご飯に乗せた

料理。もちろんタコは使用しません）。

　子供たちはデザートのタンカンババロアをいただき

ながら、「これから、お家でもお食事の手伝いをします」

と元気にお約束していました。

大和保育所おやこ食育教室

お家でもお食事のお手伝いをします

村内 5 校の中学校統合により平成 23 年 4 月に開

校した新設大和中学校（松尾和義校長）で、第

2 回目となる卒業式が 3 月 13 日に行われました。

　今年の卒業生 14 名は、１年生の間は大和、大棚、

名音、今里の各小中学校へ通学し、2 年生から大和中

へ編入してきた生徒達。女子生徒は、入学時の各学校

のセーラー服を着用しており出身校ごとにバラバラ。

それでも、「服は違えど心はひとつ」の合言葉のもと

一致団結して頑張ってきました。

　在校生代表の内山夏希さん（2 年）は、「先輩達が

築いた伝統を受け継ぎさらに大和中が発展するよう全

校生一同頑張ります」と送辞を送り、卒業生代表の堀

美南さんは、在校生や先生、保護者へ感謝を述べ「運

動会や学習発表会などみんなで力を合わせて頑張った

イベントは心に残る思い出です。」と答えました。

　卒業式終了後は、保護者が生徒一人一人に宛てた手

紙の入ったくす玉を用意。卒業生全員で一斉にヒモを

引くと「卒業おめでとう」と書かれた垂れ幕とともに

紙ふぶきや紙飾が舞いました。

　卒業生のみなさんが大和村に生まれたことに誇りを

持ち、何より自分に誇りを持ち、夢に向かって飛躍し

て行くことを期待します。

大和中学校（松尾和義校長）では２月１９日（月）、
全校生徒（４９名）が参加し立志の集いが行わ

れました。立志の集いは昔の元服にちなんで１４歳前
後で行う将来について考える会。
　会では「夢に向かって」と題し、同校卒業生の伊集
院幼村長が講演を行いました。
　伊集院村長は大和小中学校在学中の思い出や、現在
の大和村役場の取り組み、仕事に対する自分のポリシ
ーなどについて語りました。なかでも、村が行ってい
る高校生の通学バス全額補助制度にちなんで「奄美の
子供達は高校を卒業すると多くの生徒が島を離れてし
まいます。大事な高校生活を実家で過ごして欲しいと
いう思いから通学補助を行っています。みなさんも貴
重な３年間の間にご両親といっぱい会話をしてくださ
い」と語りました。
　また、将来の夢についても「私はみなさんが大和村
に誇りを持って生きていけるように努力します。みな

さんも郷土に誇りを持ち、何より自分に誇りを持ち、
目標に向かって突き進んでください」とも語りました。
　講演の後は生徒を代表し内山夏希（２年）さんが「私
は将来パティシエになるという夢があります。今日村
長さんが話してくれた事を胸に刻み毎日笑顔で頑張り
ます。今日は本当に有難うございました」とお礼を述
べました。

「誇りを持って」伊集院村長が講演

夢に向かってひたむきに！

大和中学校立志式

大和中学校卒業式
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駐
在
所
の
お
姫
様
と
ひ
ょ
う
き
ん
さ
ん
。

　

元
気
に
公
園
を
走
り
回
る
健
脚
ぶ
り
。

　

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
ご
あ
い
さ
つ
。

　

し
ゅ
り
か
は
誰
よ
り
も
パ
パ
が
大
好
き
！

　

大
物
感
漂
わ
せ
て
る
ね
ア
サ
ジ
ロ
ウ
く
ん
。

　

海
好
き
な
ご
両
親
が
珊
瑚
礁
を
イ
メ
ー
ジ
。

ご
誕
生
お
め
で
と
う

南
　
理り

よ

ら
世
良
さ
ん
（
南
光
昭
・
大
和
浜
）

中
山
　
栄え
い
て
つ鉄
さ
ん
（
中
山
一
三
・
津
名
久
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

浜
畑
　
一
秀
　
様
（
74
歳
・
名
音
）

河
野
　
善
太
郎
様
（
95
歳
・
大
和
の
園
）

宮
原
　
ハ
ツ
エ
様
（
99
歳
・
大
和
の
園
）

長
増
　
タ
ツ
　
様
（
82
歳
・
大
和
浜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

河
野
　
謙
一
　
様
（
故
河
野
善
太
郎
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
元
　
淳
一
　
様
（
鹿
児
島
市
）

前
里
　
静
　
　
様
（
奄
美
市
）

吉
田
　
博
子
　
様
（
岐
阜
県
）

江
浪
　
ま
つ
み
様
（
兵
庫
県
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

石
塚
　
タ
カ
　
様
（
鹿
児
島
市
）

富
山
　
勝
之
助
様
（
鹿
児
島
市
）

森
山
　
茂
知
　
様
（
大
和
村
）

榊
　
美
乃
　
　
様
（
奄
美
市
）

大
森
　
富
久
　
様
（
東
京
都
）

高
　
純
子
　
　
様
（
横
浜
市
）

今
井
　
秀
文
　
様
（
知
名
町
）

前
里
　
静
　
　
様
（
奄
美
市
）

里
見
　
弘
壽
　
様
（
奄
美
市
）

福
岡
　
直
子
　
様
（
千
葉
県
）

末
岡
　
三
穂
子
様
（
東
京
都
）

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

南
雲
　
朝あ
さ

さ
ん

保
護
者
・
南
雲
　
聡
さ
ん
（
国
直
）

 　

大
和
村
大
棚
在
住
の
芸
術
家
、
里さ
と
お
か岡
伸し
ん
お夫

さ
ん
（
64
歳
）
の
絵
画
彫
刻
展
「
癒
し
の
郷

大
和
」
が
左
記
の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

里
岡
さ
ん
は
独
学
で
油
絵
を
学
び
、
主
に

故
郷
の
自
然
や
風
俗
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
初
の
名
瀬
市
美
展
出
展
で
奨
励

賞
を
受
賞
し
、
以
後
美
術
展
に
て
多
数
入
選

し
て
い
ま
す
。
そ
の
才
能
は
絵
画
に
と
ど
ま

ら
ず
彫
刻
、
貝
細
工
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
制
作
な

ど
幅
広
い
芸
術
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
奄
美
市
な
ど
で
の
個
展
開
催
の

申
し
入
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
「
ま
ず
は
故
郷

の
人
た
ち
、
特
に
大
棚
の
お
年
寄
り
の
み
な

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
大
棚
公
民
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

油
絵
は
も
と
よ
り
様
々
な
創
作
ア
ー
ト
が

展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
在
野
の
天
才
芸
術
家

里
岡
伸
夫
絵
画
彫
刻
展
「
癒
し
の
郷
大
和
」

へ
お
こ
し
下
さ
い
。

□
日
時

　

５
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

５
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
場
所　

大
棚
公
民
館
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

　

あ
ま
み
農
業
協
同
組
合
大
島
事
業
本
部
と

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
鹿
児
島
県

本
部
か
ら
大
和
村
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

助
細
動
機
）
が
贈
呈
さ
れ
、
こ
の
度
大
和
村

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
へ
設
置
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
心
肺
が
停
止
し
た
人
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
機
器
。
使
用
方
法
は
①

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
る
。
②
患
者
の
衣
服

を
は
だ
け
パ
ッ
ド
（
電
極
）
を
貼
り
付
け
る
。

③
患
者
か
ら
離
れ
る
④
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
心
臓
の
波

形
を
読
み
と
り
助
細
動
を
行
う
。
と
い
う
の

が
一
連
の
流
れ
。
音
声
案
内
で
手
順
を
教
え

て
く
れ
る
上
、
電
極
パ
ッ
ト
を
張
る
位
置
も

イ
ラ
ス
ト
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
使
い
方
は

非
常
に
簡
単
で
す
。

　

大
和
村
内
に
は
各
小
中
学
校
を
は
じ
め
役

場
や
診
療
所
、
消
防
分
駐
所
、
大
和
の
園
な

ど
に
11
台
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
確
認
し
、
万
一
の

場
合
は
勇
気
を
持
っ
て
救
命
措
置
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
あ
な
た
の
勇
気
が
大
切
な
人
の

命
を
救
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

森
林
環
境
税
は
、
森
林
環
境
の
保
全
及
び

森
林
を
す
べ
て
の
県
民
で
守
り
育
て
る
意
識

の
醸
成
を
目
的
と
し
た
税
制
度
で
、
本
県
で

は
平
成
17
年
度
に
導
入
し
、
皆
様
の
御
理
解

を
い
た
だ
き
平
成
22
年
度
か
ら
課
税
期
間
を

５
年
間
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
納
め
て
い
た
だ
い
た
森
林
環
境
税

は
、「
豊
か
な
水
の
供
給
」、「
土
砂
災
害
の
防

止
」
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の
恵
み

を
与
え
て
く
れ
る
森
林
を
健
全
に
守
り
育
て

て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
森
林
の
役
割
や
そ

の
重
要
性
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
奄
美
大
島
に
お
い
て
は
、
松
く
い
虫

被
害
に
対
す
る
各
種
取
組
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
被
害
の
予
防
や
里
山
林
の
機
能
回
復
等

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先
等

　

鹿
児
島
県
環
境
林
務
課

　

電
話　

０
９
９
（
２
８
６
）
３
３
３
２

※　

画
像
は
森
林
環
境
税
関
連
事
業
（
木
の

あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
事
業
）
を
利
用
し
て
設

置
さ
れ
た
役
場
庁
舎
内
の
木
製
カ
ウ
ン
タ
ー

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に
ふ
れ
な
い
と
こ
ろ
で

○ 

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た

広
い
と
こ
ろ
で
掲
げ
ま
し
ょ
う
。

○ 

も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た

場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず

に
、
す
ぐ
、
最
寄
の
九
州
電
力
営
業
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ク
レ
ー
ン
作
業
等
を
行
な
う
前
に

○ 

ク
レ
ー
ン
作
業
等
を
行
う
前
に
は
、
付

近
の
状
況
を
よ
く
観
察
し
て
電
線
路
に
接

触
す
る
恐
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

○ 

電
線
路
近
く
で
の
作
業
で
は
、
専
任
の

監
視
者
を
設
け
単
独
作
業
を
行
わ
な
い
。

○ 

車
両
の
移
動
を
行
う
場
合
は
、
必
ず

ブ
ー
ム
の
収
納
、
ダ
ン
プ
カ
ー
等
に
つ
い

て
は
荷
台
の
下
げ
を
確
認
し
て
移
動
す
る
。

○ 

最
寄
の
九
州
電
力
営
業
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
㈱
奄
美
営
業
所

　

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
６
番
１
号

　

℡　

０
１
２
０
―
９
８
６
―
８
０
８

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
贈
呈

ご
存
じ
で
す
か
「
森
林
環
境
税
」

「
癒
し
の
郷
大
和
」
絵
画
彫
刻
展

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

直
島
　
彩し
ゅ
り
か

音
伽
さ
ん

保
護
者
・
直
島
　
秀
治
さ
ん
（
大
和
浜
）

永
田
　
愛あ
い
な奈
さ
ん

保
護
者
・
永
田
　
義
正
さ
ん
（
大
和
浜
）

南
　
絢あ
や
め女
さ
ん

保
護
者
・
南
　
智
洋
さ
ん
（
大
和
浜
）

上
村
　
礁り
い
ふ太
さ
ん

保
護
者
・
上
村
　
太
一
さ
ん
（
大
和
浜
）

重
村
　
琉る
お
ん音
さ
ん

保
護
者
・
重
村
　
大
剛
さ
ん
（
名
音
）

す
く
す
く
と
育
て

玉
こ
が
ね

ほ
で
て
た
め
に
な
れ

島
の
宝
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「
今
年
や 

オ
ー
サ
の 

め
ー
ら
ん 
年
じ
ゃ（
今

年
は
ア
オ
サ
が
生
え
な
い
年
だ
）」
と
、
オ
バ

達
が
嘆
く
島
の
海
模
様
で
す
が
、
国
直
海
岸

に
は
朗
報
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ネ
リ
ヤ

カ
ナ
ヤ
か
ら
の
贈
り
物
。
数
年
ぶ
り
に
生
え

た
ハ
ー
ズ
ノ
リ
（
天
然
モ
ズ
ク
）。

　

シ
ュ
ギ
ワ
（
波
打
ち
際
の
）
小
石
に
着
生

し
て
い
る
の
で
潮
が
引
け
ば
歩
い
て
と
る
こ

と
が
で
き
、
場
所
に
よ
っ
て
は
流
さ
れ
て
溜

ま
っ
た
の
を
拾
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

養
殖
モ
ノ
に
比
べ
し
っ
か
り
と
し
た
食
感

が
あ
っ
て
美
味
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
歯
ご

た
え
と
ゴ
リ
ゴ
リ
し
た
喉
越
し
は
後
を
引
く

旨
さ
で
す
。
水
や
酢
に
つ
け
る
と
身
が
溶
け

る
の
で
三
杯
酢
に
軽
く
浸
し
て
食
べ
る
「
ざ

る
そ
ば
ス
タ
イ
ル
」
が
オ
ス
ス
メ
。

　

い
っ
さ
ご
れ
（
く
い
し
ん
ぼ
う
）
を
虜
に

し
た
春
の
味
覚
が
数
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
て

集
落
民
は
大
喜
び
。
ス
ノ
リ
が
生
え
る
と
次

は
シ
ル
ナ
（
オ
ゴ
ノ
リ
）、
テ
ラ
ジ
ャ
（
マ
ガ

キ
ガ
イ
）、ガ
ス
ツ
（
ウ
ニ
）
と
あ
っ
き
い
し
ょ

し
ゃ
（
歩
き
漁
師
）
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。

　

赤
土
や
生
活
排
水
、
珊
瑚
の
白
化
現
象
な

ど
で
一
時
期
環
境
が
悪
化
し
た
湾
内
の
海
で

す
が
、
近
年
は
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ウ
ニ
や
貝
類
な
ど
浅
瀬
の
水
産
資
源
の
漁

獲
増
加
を
は
じ
め
、
海
草
や
珊
瑚
礁
が
着
実

に
再
生
し
て
い
ま
す
。
海
底
に
へ
ば
り
つ
い

て
育
つ
20
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
枝
珊
瑚
や
テ
ー

ブ
ル
珊
瑚
は
何
と
も
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

私
た
ち
の
オ
ヤ
フ
ジ
（
祖
先
）
は
自
然
と

共
生
し
独
自
の
文
化
を
創
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
環
境
学
は
知
ら
ず
と
も
「
保
全
」
と
「
活

用
」
を
実
践
し
て
き
た
の
で
す
。
私
た
ち
も

四
季
折
々
の
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、
感
謝

の
念
を
持
っ
て
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
預
か
っ
た
宝
物
の
価
値
を
損

ね
る
こ
と
な
く
ク
ヮ
ー
マ
ガ
（
子
孫
）
へ
届

け
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
「
過
去
か
ら
引
き
継
ぎ
未
来
へ
と
伝
え
る
」

と
い
う
世
界
遺
産
の
精
神
は
私
た
ち
シ
マ
ッ

チ
ュ
の
「
ゆ
し
ぐ
と
ぅ
（
教
え
）」
そ
の
も
の
。

　

私
た
ち
の
住
む
「
奄
美
・
琉
球
」
は
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
値
す
る
シ
マ
ジ
マ
で
す
。
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戻
っ
て
き
た

ハ
ー
ズ
ノ
リ

こせきの窓
人 口　1,661 人（ △ 40）
男　　　795 人（ △ 27）
女　　　866 人（ △ 13）
世 帯　　876 戸（ △ 18）

３月１日現在
（前年同月比）
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